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この魚の名前わかりますか？  解答は3ページで！
　清らかな川にしか棲めない〇〇〇は、安曇野の冬の風物詩
であり、自然の豊かさを象徴する存在です。しかし今、〇〇
〇は準絶滅危惧種として安曇野市版レッドリストに掲載され、
個体数の減少が心配されています。美しい自然と伝統を未来
へ受け継ぐためにも、みんなで〇〇〇と川の環境を守ってい
きましょう！

き　ぐ

す



　令和７年２月 18 日から３月 19 日まで開催
され、報告２件、議案 46 件、陳情 3 件、議員
提出議案２件を審議しました。主な議案と質疑、
討論を紹介します。

令和7年 3月定例会

ついて議論白熱！

可決

議
案
第
2
号

一
般
職
職
員
の
給
与
条
例
等
の

改
正
条
例

猪
狩 

久
美
子

反
対
の
意
見

　
条
例
の
中
に
禁き

ん
こ錮
を
拘こ

う
き
ん
け
い

禁
刑
に
改
め
る
内
容
が
あ
る
。

拘
禁
刑
は
、
身
体
拘
束
に
加
え
、
刑
務
作
業
や
改
善
指

導
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
、
受
刑
者
の
人
間
性
を
否
定

し
、
思
想
改
造
に
つ
な
が
る
懸け

ね
ん念
が
あ
る
。

　
条
例
中
の
禁
錮
を
拘
禁
刑
に
改
め
る
の
は
、
刑
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
懲ち

ょ
う
え
き役
お
よ

び
禁
錮
が
拘
禁
刑
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴と

も
なう
も
の
で
あ
り
、

市
の
条
例
は
改
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
志 
信
一
郎

賛
成
の
意
見

岡
村 

典
明

賛
成
の
意
見

　
条
例
の
改
正
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
を
反
映

し
、
個
人
情
報
の
管
理
と
保
護
を
よ
り
適
正
に
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
自
治
体
と
し
て
果
た
す
べ
き

責
務
で
あ
る
。

可決

議
案
第
５
号

自
治
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

臼
井 

泰
彦

反
対
の
意
見

　
安
曇
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
が
廃
止
さ
れ
、
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
全
国
一
律
と
な
る

こ
と
は
、
地
方
自
治
へ
の
重
大
な
侵
害
で
あ
る
と
と
も

に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
大
き
く
後
退
す
る
。

陳
情
第
１
号

穂
高
地
区
に
お
け
る
高
層
ホ
テ
ル
の
計
画
変
更
及
び
地
下
水

調
査
の
陳
情
書
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

問
⑴
継
続
審
査
と
し
た
理
由
お
よ
び
委
員
長
が
こ
れ

を
判
断
し
た
理
由
。

⑵
陳
情
項
目
の
検
討
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

⑶
継
続
審
査
の
理
由
は
、
地
下
水
の
流
れ
が
十
分

把は
あ
く握
で
き
て
い
な
い
こ
と
と
、
建
物
構
造
の
基

礎
と
の
関
連
が
研
究
不
十
分
で
あ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
す

る
の
か
。

答
⑴
委
員
長
と
し
て
は
、
委
員
に
意
見
を
聞
い
た
上

で
討
論
に
移
り
、
そ
の
中
で
継
続
審
査
の
申
し

出
が
あ
っ
た
。

⑵
執
行
機
関
へ
の
質
疑
を
含
め
た
委
員
間
の
意
見

交
換
に
し
っ
か
り
と
時
間
を
か
け
た
。

⑶
継
続
審
査
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

で
の
協
議
を
し
て
い
な
い
た
め
、
答
え
ら
れ
な

い
。

　

美
術
館
の
名
称
が
安
曇
野
市
美
術
館
と
な
っ
て
も
、

安
曇
野
文
化
財
団
の
基
本
財
産
で
あ
る
村
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
継
承
と
調
査
、
研
究
、
活
用
の
場
は
な
く
な

ら
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

可決

議
案
第
11
号

安
曇
野
市
博
物
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例小

林 

純
子

賛
成
の
意
見

可決

議
案
第
43
号

令
和
４
年
度
（
明
許
繰
越
）
三

郷
小
学
校
長
寿
命
化
改
良
工
事

建
築
主
体
工
事
変
更
請
負
契
約

に
つ
い
て

問
⑴
発
覚
後
の
経け
い
か過
、
議
会
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

⑵
増
工
、増
額
、約
12
か
月
の
遅
れ
の
正
当
な
説
明
、

こ
れ
は
保
護
者
を
含
め
た
市
民
へ
の
対
応
。

⑶
当
時
の
新
築
施
工
業
者
へ
の
問
題
点
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
は
し
た
の
か
。

⑷
企
業
名
の
公
表
、
入
札
の
停
止
は
し
た
の
か
。

答
⑴
令
和
６
年
９
月
発
見
さ
れ
た
施
工
不
良
箇
所
の

設
計
業
務
委
託
の
補
正
予
算
が
12
月
定
例
会
で

議
決
さ
れ
、
契
約
し
た
。
現
地
調
査
後
、
是ぜ
せ
い正

工
事
の
補
正
予
算
が
令
和
７
年
３
月
定
例
会
で

議
決
さ
れ
た
。
３
月
14
日
の
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
そ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
最
終
的
に
報

告
し
た
。

⑵
建
設
当
初
50
年
以
上
前
の
建
築
基
準
工
事
は
、

現
在
の
基
準
で
は
是
正
が
必
要
だ
が
、
損
害
賠

償
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
保
護
者

に
説
明
す
る
。

⑶
３
月
17
日
に
業
者
に
伝
え
た
。

⑷
旧
松
本
岡
谷
組
。
入
札
停
止
は
で
き
な
い
。

　
施せ
こ
う工
不
良
の
発
覚

経
済
建
設
委
員
会

中
間
報
告
に
対
す
る
質
疑
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将来にわたる医療制度に

議案第45号	農業委員の任命について　望
もちづき

月 孝
たか お

夫さんを任命することに同意しました。

議案第46号	人権擁
ようご

護委員の推
すいせん

薦について　渡
わたなべ

邉 優
ゆう こ

子さん、山
やまざき

崎 佳
よしひろ

宏さん、三
みさわ

澤 正
まさひこ

彦さん、堀
ほりうち

内 猛
たけ し

志さん、
吉
よしだ

田 美
み ち よ

千代さんを推薦することに同意しました。

人事案件について

　
我
が
国
は
国
民
皆
保
険
制
度
の
下も

と

、
質
の
高
い
医
療

を
提
供
。
近
年
、
高
齢
化
、
医
療
技
術
の
高
度
化
、
新

薬
開
発
等
高
額
化
し
て
お
り
、
医
療
保
険
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
医
療
提
供
体
制
維
持
の

た
め
の
適
切
な
医
療
制
度
改
革
は
必
要
。

可決

議
員
提
出
第
１
号

高
額
医
療
費
の
限
度
額
引
き
上

げ
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

大
竹 

啓
正

反
対
の
意
見

　
制
度
が
縮
小
し
て
し
ま
う
こ
と
で
民
間
保
険
に
頼た

よ

ら

ざ
る
を
得
ず
、
貧
富
の
格
差
で
医
療
の
質
が
異
な
る
状

況
を
作
り
出
す
。
患
者
団
体
、
医
療
従
事
者
と
の
十
分

な
意
見
交
換
が
無
く
、
国
民
理
解
が
な
い
。

矢
澤 

毅
彦

賛
成
の
意
見

　
総
医
療
費
の
７
％
年
々
増
加
す
る
中
、
医
療
保
険
財

政
に
多
大
な
影
響
。
県
議
会
に
お
い
て
も
同
様
の
意
見

書
が
可
決
さ
れ
た
が
、
撤
回
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、

十
分
な
議
論
を
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

辻
谷 

洋
一

反
対
の
意
見

　
引
き
上
げ
凍
結
は
い
ず
れ
解と

け
る
。
患
者
負
担
が
増

え
る
不
安
は
ぬ
ぐ
え
ず
限
度
額
引
き
上
げ
を
撤
回
し
て
、

初
め
て
議
論
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
立
つ
も
の
で
あ
る
。

猪
狩 

久
美
子

賛
成
の
意
見

　
高
額
医
療
制
度
は
支
払
い
上
限
の
あ
る
世
界
に
誇
れ

る
制
度
。
患
者
負
担
へ
の
配
慮
、
持
続
性
の
両
面
か
ら

中
村 

今
朝
子

反
対
の
意
見

　
高
齢
化
社
会
の
現
実
を
踏
ま
え
て
、
慎
重
な
議
論
を
重

ね
て
医
療
制
度
全
体
の
改
革
が
必
要
。
誰
し
も
個
人
負
担

は
少
な
い
方
が
良
い
に
決
ま
っ
て
い
る
が
、
誰
か
が
負
担

し
な
け
れ
ば
医
療
制
度
自
体
の
崩
壊
を
招
く
。

の
真
剣
な
検
討
が
必
要
。
撤
回
す
る
こ
と
で
は
将
来
を
考

え
て
い
な
い
意
見
書
で
あ
る
。

　
高
額
医
療
費
制
度
は
、
が
ん
患
者
を
は
じ
め
重じ

ゅ
う
と
く篤な
患

者
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
命
の
綱
で
あ
る
の
で
、
今
は
最
優

先
で
現
行
制
度
を
堅け

ん
じ持
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

林
　 

孝
彦

賛
成
の
意
見

宮
下 

明
博

反
対
の
意
見

　
凍
結
と
い
う
の
は
一
時
的
な
も
の
で
、
今
回
の
引
き
上

げ
案
は
、
本
来
法
改
正
を
し
て
や
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

窓
口
負
担
が
重
過
ぎ
て
受
診
抑
制
で
命
を
絶
た
れ
る
事
案

も
あ
り
限
度
額
引
き
上
げ
は
撤
回
し
か
な
い
。

臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

A 正解は「 かじか（鰍） 」
　日本の固有種。体長は約 10 ～ 15㎝ほどで（スマホくらい）大きなサイズだと
約 20㎝にもなります。（500ml ペットボトルくらい）
　冬場は安曇野の川でかじか漁も行われます。

気になる

表紙の答えは…？
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議
案
第
25
号　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
は
、
職
務
内
容
が
設
定
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る
。

最
終
的
な
判
断
は
正
規
職
員
が
責
任
を
持
っ
て
行
い
、
管
理
監
督
職
が
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。
任
用
の
趣
旨
を
逸い

つ
だ
つ脱
す
る
よ
う
な
業
務
を
担に

な

っ
て
い
な
い
。

一
志 

信
一
郎

賛
成
の
意
見

　
女
性
の
専
門
職
を
正
規
職
員
に
位
置
付
け
、
段
階
的
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
、
こ
の
市
役
所
機
能
の
充
実
、
そ
こ
で
働
く
人
の
幸
せ
、
ひ
い
て

は
安
曇
野
市
民
の
幸
せ
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

小
林 

純
子

反
対
の
意
見

1. いきいきと健康に暮ら
せるまち

福祉医療費給付事業
…7億 4,774 万円

（子どもの医療費の窓口負担無料化など）
三郷東部認定こども園建設事業

…10億 5,992 万円

２. 魅
み り ょ く

力ある産業を維持・
創造するまち

東部アウトドア拠点整備事業
…1億 3,922 万円

（前川カヌーコースの設計・工事など）

３. 安全で安心に暮らせる
まち

防災行政無線整備新設・更新事業
…1億 8,235 万円

内水対策事業（万水川下流域）
…1億 4,565 万円

災害対策事業	 …2,042万円

４. 自然と暮らしやすさが
調和するまち

移住定住推進事業	 …6,044 万円
公園施設長寿命化事業	 …2億 6,045万円
（南部総合公園テニスコート照明LED化など）

５. 学び合い  人と文化を
育
はぐく

むまち
黒沢洞

どあい
合自然公園整備事業

…1億 9,950 万円
豊科近代美術館大規模修繕工事事業…4億5,045万円

６. みんなでともにつくる
まち

人権啓
けいはつ
発費	 …1,824万円

人権集会所解体事業	 …490万円
（穂高・堀金人権集会所解体工事の
設計）
総合計画等策定事業	 …18万円

　
取
得
任
意
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
者
と
非
取
得
者
を
差
別
す
る
住
民

票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
減
額
ま
で
が
盛
り
込
ま
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
わ
る
税
金
投
入
で
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
い
る
。

臼
井 

泰
彦

反
対
の
意
見

　
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
管
理
費
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促そ

く
し
ん進
は
、
良
好

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
に
必
要
で
、
ま
た
、
法
律
改
正
に
適
切
か
つ

迅じ
ん
そ
く速
な
対
応
に
不
可
欠
な
予
算
で
あ
る
。

中
村 

芳
朗

賛
成
の
意
見

　
一
般
会
計
予
算
を
見
る
と
、
特
に
問
題
な
く
良
好
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
今
や
市
民
の
４
人
に
３
人
が
保
有
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
こ
れ
を
大
い
に
利
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

岡
村 

典
明

賛
成
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
が
増
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

め
ば
、
窓
口
で
の
対
応
が
減
り
、
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
が
可
能
に
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
予
算
で
あ
る
。

竹
内 

秀
太
郎

賛
成
の
意
見

３年連続で、過去最大の予算額。子育てや教育、企業支援、観光振興などを意識した編成。

安曇野の環境・時代に合った予算 その内訳は！

令和７年度一般会計予算
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（国や県が地方に対して
支出する負担金等）

市　税

地方交付税

国・県支出金

市　債

その他

122億2,337万円
24.3%
122億2,337万円
24.3%

116億円
23.1%
116億円
23.1%

86億86万円
17.1%
86億86万円
17.1%

68億8,930万円
13.7％
68億8,930万円
13.7％

109億3,647万円
21.8％
109億3,647万円
21.8％

（国が地方公共団体に交
付する財源）

（市に対して納める税金）

（必要な資金を調達するために
発行する債券（借入金））

（繰入金・繰越金、地方譲
与税など）

（借入金返済に）

（道路・公園整備などに）

（職員管理・公共交通
などに）

民生費

土木費

公債費

総務費

教育費

その他

174億5,544万円
34.7％
174億5,544万円
34.7％

61億7,371万円
12.3％
61億7,371万円
12.3％

59億3,161万円
11.8％
59億3,161万円
11.8％

53億1,659万円
10.6％
53億1,659万円
10.6％

50億9,292万円
10.1％
50億9,292万円
10.1％

102億7,973万円
20.5％
102億7,973万円
20.5％

（小・中学校などに）

（介護・医療などに）

（衛生費・商工費などに）

令 和 ７ 年 度
一般会計予算  　502 億5,000万円を可決

※金額 万円未満四捨五入　　構成比 小数点第２位四捨五入

※令和 7 年 3 月定例会の動画に
　つながります。

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出
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議案第５号

トピック

２・４・５・
９・
10
ペ
ー
ジ
へ

常任委員会報告

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
議
案
９
件
と
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

東部アウトドア拠点整備事業
夢の構想 具体化に向けて

【前川のカヌーコース】
　初級者でも楽しめる現在のスラロームコースの下
流側に、難易度の高いコースを２年間で整備する。

【拠点となるセンターハウス】
　現在の龍門渕公園内に、飲食や合宿などの宿泊機
能を有するセンターハウス整備の検討を行う。

【人材の受け入れ】
　東京オリンピックのカヌースラローム会場をはじ
め、全国の類似施設で実績を持つ企業からの人材派
遣を受け入れて取り組む。

答 問
法
律
の
整
備
に
よ
り
改
善
し
て
い
る
が
、
い
ま

だ
地
域
住
民
か
ら
の
寄
付
に
頼た

よ

る
状
況
が
あ
る
。

団
員
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、
寄
付
を
受

け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
や
め
る
べ
き
で

は
。

寄
付
金
に
つ
い
て
は
地
域
差
が
あ
り
、
ど
う
す

べ
き
か
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

反
対
の
意
見

井
出 

勝
正

　
個
人
情
報
保
護
制
度
が
条
例
か
ら
国
の
法
律
に
移
行

し
た
こ
と
に
よ
る
改
正
だ
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
自
己

決
定
権
等
が
損そ

こ

な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

自
治
基
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

大
竹 

啓
正

賛
成
の
意
見

　
行
政
事
務
を
円え

ん
か
つ滑
に
行
う
に
あ
た
り
条
例
改
正
は
当

然
。個
人
情
報
保
護
に
は
万
全
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

総
務
環
境

議案第25号

令
和
７
年
度
一
般
会
計

予
算

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

問
市
が
積
算
し
た
空
き
家
数
と
、
総
務
省
の
調
査

結
果
と
大
き
く
乖か

い
り離
し
て
い
る
が
、
住
民
基
本

台
帳
と
固
定
資
産
税
の
収
納
状
況
を
照
ら
し
合

わ
せ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
の
か
。

答
令
和
７
年
度
の
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に

空
き
家
に
関
す
る
啓け

い
は
つ発
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、
空

き
家
所
有
者
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

空
き
家
対
策
を
進
め
た
い
。

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
拠
点

整
備
に
関
す
る
検
討
の
方
向
性
は
。

答
令
和
４
年
10
月
に
「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
要
望
書
」
が
市
に
提
出
さ
れ
、

集つ
ど

う
場
、
情
報
発
信
の
場
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
令
和
７
年
度
の
１
年
間
の
う
ち
に
、

既
存
の
建
物
を
活
用
し
て
の
整
備
を
検
討
す
る
。

反
対
の
意
見

井
出 

勝
正

市民活動サポートセンター

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
そ
の
も
の
と
推
進
の
仕
方
に

反
対
で
あ
っ
て
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
反
対
し
て
は

い
な
い
。
今
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
様
々
な
機
能

が
紐ひ

も

付
け
さ
れ
、
個
人
情
報
が
一
括
管
理
さ
れ
、
そ
れ

が
巨
大
デ
ー
タ
と
な
っ
て
、
企
業
の
も
う
け
の
餌え

さ

に
な

る
の
で
は
、
と
い
う
危き

ぐ惧
が
拭ぬ

ぐ

え
な
い
。

辻
谷 

洋
一
　
竹
内 

秀
太
郎

賛
成
の
意
見

　
現
在
、
国
民
の
約
80
％
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保

有
。
今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
い
ろ
ん

な
も
の
が
便
利
に
な
っ
て
い
く
し
、
Ｄ
Ｘ
と
か
コ
ス
ト

削
減
の
た
め
、
今
後
の
社
会
に
お
い
て
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
カ
ー
ド
だ
。

　
消
防
団
の
運
営
費
に
つ
い
て

　
空
き
家
に
つ
い
て

　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
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議案第25号

令
和
７
年
度
一
般
会
計

予
算

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

ペ
ー
ジ
へ

４・５・
９・
10

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
陳
情
１
件
を
１
月
27
日
に
、
議
案
14
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

福
祉
教
育

答 問
募
集
人
数
の
上
限
は
あ
る
の
か
。

山
小
屋
の
収
容
人
数
や
、
医
師
や
看
護
師
、
案

内
人
の
数
か
ら
、
市
全
体
で
30
～
40
人
と
考
え

て
い
る
。

議案第10号

穂
高
鐘
の
鳴
る
丘
集
会

所
条
例
の
改
正

令和６年
陳情第９号反

対
の
意
見

岡
村 

典
明
　
矢
澤 

毅
彦

臼
井 

泰
彦

　
市
と
し
て
条
例
を
制
定
す
る
予
定
が
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
議
会
と
し
て
理
念
条
例
を
つ
く
り
、
条
例

に
入
ら
な
い
こ
と
は
政
策
提
言
を
し
、
行
政
に
は
こ
れ

ら
を
生い

か
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
は
市
議
会
か
ら
の
政

策
提
言
に
よ
り
子
ど
も

の
権
利
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

　
改
正
の
内
容

　

穂
高
鐘
の
鳴
る
丘
集
会

所
は
芸
術
家
の
創
作
活
動

等
に
使
え
る
よ
う
に
令
和

６
年
度
に
改
修
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴と

も
な
い
、
新
た
に
施

設
の
使
用
料
を
定
め
、
使

用
時
間
を
変
更
す
る
等
の

改
正
を
し
ま
す
。

答 問
具
体
的
な
内
容
は
。
集
会
所
を
芸
術
文
化
振
興

事
業
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
と
は
。

東
京
藝げ

い

術
大
学
の
滞
在
・
創
作
活
動
は
、
金き

ん
こ
う工

が
２
名
と
染
色
が
１
名
の
３
名
を
予
定
し
て
い

る
。
学
生
や
大
学
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、

集
会
所
に
滞
在
し
な
が
ら
市
民
と
交
流
し
、
作

品
を
制
作
し
て
い
く
。
秋
に
は
作
品
を
展
示
、

公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答 問
補
聴
器
の
価
格
帯
と
耐
用
年
数
は
ど
れ
く
ら
い

を
考
え
て
い
る
か
。

価
格
帯
も
耐
用
年
数
も
設
定
し
て
な
い
。
自
分

に
合
っ
た
も
の
を
購
入
す
る
一い

ち
じ
ょ助

に
し
て
も
ら

う
補
助
で
あ
る
。
今
回
制
度
を
創
設
す
る
の
で
、

今
後
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

トピック
穂高北小学校狐島区スクールバスが

特例基準で運用することに
令和 7 年度新学期より

　令和 6 年 6 月定例会で「狐島区スクールバ
スの運用についての陳情」が採択されました。
　その後、教育委員会と狐島区との協議の結果、
歩道のない道路など、道路状況が改善されるま
での間、新たにスクールバスを利用できる地域
が追加される特例の基準で運用することになり
ました。

トピック
夜間急病センターの診療時間が

短くなります

　現在	 午後７時～ 10 時
　令和 7 年 7 月 1 日から	 午後７時～９時に

〔理由〕
⑴患者数が減少
　平成 28 年度ピーク時に比べて３分の１に
⑵午後９時以降の受診者が少ない
	 午後９時以降　令和元年度	 242 人
 	 令和6 年度	 110 人
⑶医師の高齢化により、夜間急病センターを
　担

にな
う医師の減少

⤴
  

小
中
学
生
の
希
望
者
へ
の
常
念
岳
登
山
事
業
に
つ
い
て

  

穂
高
鐘
の
鳴
る
丘
集
会
所
を
活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て

  

補
聴
器
の
購
入
費
の
一
部
補
助
１
人
３
万
円
に
つ
い
て
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議案第25号

２
・
４
・
５
・
９
・
10

常任委員会報告

令
和
７
年
度
一
般
会
計

予
算

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
） 経

済
建
設
委
員
会
で
は
、
議
案
22
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

ペ
ー
ジ
へ

農
業
塾
の
実
施
場
所
、
学
ぶ
内
容
、
塾
生
数
と

卒
業
生
数
、
市
の
補
助
金
の
使
途
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
。

答 問
あ
か
し
な
農
業
塾
は
明
科
高
校
北
側
の
圃ほ

じ
ょ
う場
で

31
名
の
塾
生
が
、
野
菜
や
水す

い
と
う稲
、
ソ
バ
、
エ
ゴ

マ
な
ど
の
栽
培
実
習
を
行
い
、
作
物
は
直
売
所

で
販
売
し
て
い
る
。
例
年
、
５
名
ほ
ど
卒
業
し
、

新
規
に
10
名
ほ
ど
募
集
し
て
い
る
。
烏か

ら
す
が
わ川
体
験

農
場
は
48
名
が
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
体
験
し
、

豆
腐
や
み
そ
の
加
工
も
行
っ
て
い
る
。
市
か
ら

は
各
団
体
に
活
動
費
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

経
済
建
設

　
農
業
塾
に
つ
い
て

　
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
事
業
に
つ
い
て

市
内
の
全
企
業
に
働
き
か
け
る
の
か
、
ま
た
学

生
へ
の
周
知
方
法
は
大
学
を
通
じ
て
行
う
の
か
。

問答
将
来
的
に
は
市
内
企
業
全
社
を
考
え
て
い
る
が
、

来
年
度
に
関
し
て
は
申
し
込
み
が
あ
っ
た
企
業

の
中
で
選
出
し
て
い
き
た
い
。
学
生
が
自
由
に

企
業
を
訪
問
で
き
る
と
い
う
の
が
将
来
的
な
構

想
。
周
知
方
法
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
事

業
者
選
定
の
中
で
、
学
生
へ
の
周
知
方
法
も
提

案
募
集
し
、
周
知
を
図は

か

っ
て
い
き
た
い
。

　
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
に
つ
い
て

答
開
催
時
期
と
場
所
、
内
容
は
。

問
10
月
上
旬
に
Ａ
Ｎ
Ｃ
ア
リ
ー
ナ
や
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
広
場
、
多
目
的
広
場
で
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
、
３
人
制
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
な
ど
を
行
う
。
プ
ロ
に
よ
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
対
戦
、
市
民
参
加
の
体
験

会
を
通
じ
て
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
機
会
を
提
供
し
、
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
の

解
消
と
健
康
増
進
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

～ちっとばか用語解説～
★ オープンファクトリーとは、ものづくり企業が普段は非公開の
生産現場を一般に公開したり、来場者にものづくりを体験しても
らう取り組み。

★ アーバンスポーツとは、広い競技場などを必要とせず、音楽
やファッションなどの要素も加わった大注目のスポーツ。

近年は「スラックライン」という二点間に張り
渡した専用ラインの上で（綱渡りのような）楽
しむスポーツが注目されています。

　
除
雪
業
務
委
託
に
つ
い
て

答
除
雪
と
融ゆ

う
せ
つ雪
業
務
の
委
託
先
の
除

雪
対
応
人
数
や
、
大
型
特
殊
免
許

を
持
つ
方
の
人
数
な
ど
、
人
員
不

足
等
の
話
は
聞
い
て
い
る
か
。

問
除
雪
作
業
者
は
１
７
３
人
、
融
雪
作
業
者
は
38

人
で
、
延
べ
２
１
１
人
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
対
応
し
て
い
る
。
大
型
特
殊
免
許
が
必
要
な

の
は
除
雪
作
業
者
の
１
７
３
人
で
あ
り
、
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
が
懸け

ね
ん念
さ
れ
る
た
め
、
今
後

トピック
も
建
設
業
者
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

陳情第１号

穂
高
地
区
に
お
け
る
高
層

ホ
テ
ル
の
計
画
変
更
及
び

地
下
水
調
査
の
陳
情
書

　
陳
情
者
や
執
行
部
側
に
質
疑
等
が
あ
っ
た
が
審
査

の
結
果
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

★

★
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ページへ２.８ 

ページへ３.10 

ページへ２

ページへ３

ページへ

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

7号 安曇野市企業職員の給与の種類及び基準に関する条
例の一部を改正する条例

可決

8号
安曇野市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並
びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部
を改正する条例

18号 令和６年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正
予算（第１号）

19号 令和６年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正
予算（第１号）

20号 令和６年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予
算（第１号）

21号 令和６年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補
正予算（第１号）

22号 令和６年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予
算（第１号）

23号 令和６年度安曇野市水道事業会計補正予算（第４号）

24号 令和６年度安曇野市下水道事業会計補正予算
（第４号）

29号 令和７年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算

30号 令和７年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算

31号 令和７年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算

32号 令和７年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算

33号 令和７年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算

34号 令和７年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算

35号 令和７年度安曇野市有明荘特別会計予算

36号 令和７年度安曇野市水道事業会計予算

37号 令和７年度安曇野市下水道事業会計予算

39号 市道の廃止について

40号 市道の認定について

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

6号 安曇野市保健センター条例の一部を改正する条例

原案
可決

9号 安曇野市人権教育集会所条例を廃止する条例

10号 安曇野市穂高鐘の鳴る丘集会所条例の一部を
改正する条例

11号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例

12号 安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例

13号
安曇野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

15号 令和６年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）

16号 令和６年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）

17号 令和６年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第４号）

26号 令和７年度安曇野市国民健康保険特別会計予算

27号 令和７年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算

28号 令和７年度安曇野市介護保険特別会計予算

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 安曇野市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に
関する条例の一部を改正する条例

可決

2号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例

3号 安曇野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例

4号 安曇野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例

5号 安曇野市自治基本条例の一部を改正する条例

14号 令和６年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）

25号 令和７年度安曇野市一般会計予算

41号 安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例

42号 安曇野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例

43号 令和４年度（明許繰越）三郷小学校長寿命化
改良工事建築主体工事変更請負契約について

44号 令和４年度（明許繰越）三郷小学校長寿命化改良工
事電気設備工事変更請負契約について

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（令和６年 10 月３日発生の道路事故に関すること）

受理
2号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ

いて（令和６年 12 月７日発生の道路事故に関すること）

令和7年 3月定例会   3月定例会の結果です

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

45号 安曇野市農業委員会委員の任命について
同意

46号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

令和６年
８号 防犯カメラ設置に関する陳情書 継続

審査
令和６年

９号
安曇野市は安曇野市議会からの政策提言により子ども
の権利に関する条例を制定することを求める陳情 不採択

1号 穂高地区における高層ホテルの計画変更及び
地下水調査の陳情書

継続
審査

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 高額療養費の限度額引き上げの撤回を求める意見書
可決

2号 安曇野市議会の個人情報の保護に関する条例の一部
を改正する条例
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○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤　
　
毅 　　
彦

中
村
　　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

増
井
　
裕
壽

岡
村
　
典
明

辻
谷
　
洋
一

橋
本
　
裕
二

臼
井
　
泰
彦

竹
内 　
秀
太
郎

中
村 　
今
朝
子

林

　　
孝
彦

井
出
　
勝
正

増
田 　
望
三
郎

猪
狩 　
久
美
子

内
川
　
集
雄

宮
下
　
明
博

一
志 　
信
一
郎

平
林 

　　
明

小
林
　
純
子

松
枝　
　
　
功

令和６年
陳　情
第９号

安曇野市は安曇野市議会からの政策提言によ
り子どもの権利に関する条例を制定すること
を求める陳情

2/18 不採択 × × × 欠 × × × × × × 〇 × × × × × × × × 議

議　案
第２号

安曇野市一般職の職員の給与に関する条例等
の一部を改正する条例 3/19 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議

議　案
第５号 安曇野市自治基本条例の一部を改正する条例 3/19 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議

議　案
第25号 令和７年度安曇野市一般会計予算 3/19 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 議

議員提出
第１号

高額療養費の限度額引き上げの撤回を求める
意見書 3/19 原案

可決 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 議

議員名

議案名

全議案のうち賛否が分かれた議案等

令和7年 3月定例会

〇
議
員
辞
職

　
橋
本　
裕
二
（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

〇
議
員
辞
職
お
よ
び
会
派
構
成
の
変
更
に
伴と
も
なう

　
委
員
会
等
構
成
の
変
更

・
議
会
運
営
委
員
会
（
◎
：
委
員
長　
〇
：
副
委
員
長
）

◎
中
村 

今
朝
子　
／　
〇
辻
谷　
洋
一　
／　
中
村　
芳
朗

　
竹
内 

秀
太
郎　
／　
林　
孝
彦　
／　
猪
狩 

久
美
子

　
平
林　
明　
／　
内
川　
集
雄

・
福
祉
教
育
委
員
会
は
委
員
が
７
人
か
ら
６
人
に
な
り
ま
し
た
。

・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
委
員
が
10
人
か
ら
９
人
に
な
り
ま
し
た
。

・
議
会
I
C
T
研
究
会
に
は
林 

孝
彦
議
員
が
加
入
。
ま
た
、
穂
高
広
域
施
設
組
合

議
会
に
は
増
井 

裕
壽
議
員
を
推
薦
予
定
。（
組
合
議
会
の
決
議
を
も
っ
て
正
式

決
定
）

〇
会
派
構
成
（
変
更
分
の
み
）

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）（
◎
：
会
派
長
）

会
派　
ク
レ
ー
ル

◎
林　
孝
彦　
／　
内
川　
集
雄　
／　
増
井　
裕
壽

無
所
属

　
小
林　
純
子　
／　
増
田 

望
三
郎

※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
一
般
質
問
の
各
議
員
の
所
属
会
派
は
、
令
和
７
年
３
月
定
例
会
に
お

け
る
一
般
質
問
実
施
日
時
点
で
の
会
派
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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者
に
伝
え
て
お
く
よ
う
に
説
明
す
る
が
、

今
後
も
研
究
す
る
。
自
ら
が
望
む
医
療

や
ケ
ア
に
つ
い
て
家
族
と
話
し
合
い
、

本
人
が
意
思
決
定
を
で
き
る
よ
う
、
A

Ｃ
Ｐ
、
人
生
会
議
の
機
会
を
持
つ
こ
と

も
大
切
。
誰
に
で
も
人
生
の
最
期
は
訪

れ
る
こ
と
か
ら
、
安
曇
野
市
版
リ
ビ
ン

グ
ウ
ィ
ル
の
普
及
啓け

い
は
つ発

を
し
て
い
く
。

　
問	
見
守
り
の
た
め
に
も
水
道
メ
ー
タ
ー
の

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
化
の
導
入
を
。

水
道	

日
本
水
道
協
会
な
ど
が
、水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
定
有
効
期
間
の
見
直
し
、
延
長
の

方
向
で
要
望
中
。
今
後
の
動
向
を
見
な

が
ら
検
討
す
る
。

　
問	

本
市
の
直ち

ょ
っ
き
ん近の

高
齢
者
世
帯
数
、
そ
の

う
ち
の
単
身
世
帯
数
、
令
和
22
年
度
の

目
標
人
口
に
対
し
て
の
単
身
世
帯
数
の

予
測
は
。

福
祉	

高
齢
者
世
帯
数
は
１
万
８
７
９
４
世
帯
。

	

高
齢
者
世
帯
の
う
ち
単
身
世
帯
は
４
０

	

２
９
世
帯
。
令
和
22
年
度
の
目
標
人
口

は
８
万
６
０
０
０
人
、
そ
の
う
ち
高
齢

者
数
は
３
万
３
２
９
５
人
と
見
込
む
。

令
和
22
年
度
の
高
齢
者
の
単
身
世
帯
の

予
測
は
、
７
３
２
５
世
帯
の
見
込
み
。

　
問	

孤
独
死
、
独
居
死
の
状
況
は
。

福
祉	

誰
に
も
看み

と取
ら
れ
ず
、
か
つ
身
寄
り
が

な
く
市
が
火
葬
し
た
ケ
ー
ス
は
令
和
５

年
度
は
２
人
、
令
和
６
年
度
は
２
人
。

ま
た
、
病
院
等
に
お
い
て
看
取
り
は
さ

れ
た
が
、
身
寄
り
が
な
く
市
が
火
葬
し

た
ケ
ー
ス
は
令
和
５
年
度
に
４
人
。
市

営
住
宅
の
単
身
利
用
者
が
病
院
や
室
内

で
死
亡
し
た
件
数
は
過
去
５
年
で
14
件
。

　
問	

安
曇
野
市
版
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
の
開
始

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
は
。

福
祉	

市
と
市
医
師
会
に
お
い
て
、
様
式
案
を

作
成
し
、
令
和
８
年
１
月
に
発
行
予
定
。

保
管
場
所
に
つ
い
て
は
、
家
族
や
関
係

「
か
た
ち
」
あ
る
も
の
は

「
い
つ
か
な
く
な
る
」

会派 さきがけ
辻谷 洋一

一 般 質 問

※
A
C
P
…
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
自
ら
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
家
族
や
医
療
、
ケ
ア
チ
ー
ム
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
を
共
有
す
る
取
り
組
み
。

※
バ
ッ
テ
リ
ー
方
式
…
昭
和
30
年
～
40
年
代
に
流
行
し
た
建
築
方
式
。
１
つ
の
階
段
に
対
し
、
２
つ
の
教
室
が
対
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。

※

　
問	

令
和
９
年
度
か
ら
長
寿
命
化
改
良
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
豊
科
南
小
学
校

の
校
舎
全
体
に
使
用
さ
れ
て
い
る
、
ア

ス
ベ
ス
ト
除じ

ょ
き
ょ去

期
間
の
調
査
と
費
用
は
。

教
部	

令
和
元
年
度
調
査
で
、
期
間
は
３
年
、

費
用
は
５
億
４
７
３
０
万
円
。

　
問	

近
年
の
長
寿
命
化
改
良
工
事
は
、
当
初

予
定
出
来
な
か
っ
た
補
強
工
事
で
、
当

初
契
約
額
か
ら
何
％
増
え
て
い
る
か
。

教
部	

穂
高
南
小
学
校
は
12
・
８
％
、
三
郷
小

学
校
は
23
％
増
え
て
い
る
。

　
問	

豊
科
南
小
学
校
は
バ
ッ
テ
リ
ー
方
式
の

校
舎
で
２
階
、
３
階
に
廊
下
が
な
い
。

各
教
室
が
廊
下
で
つ
な
が
る
校
舎
に
変

更
可
能
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
環
境
、

構
造
の
校
舎
が
よ
い
か
。

教
長	

廊
下
部
分
を
増
築
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
校
舎
の
構
造
に
よ
り
全
て
可
能
で

は
な
い
。
現
在
の
教
育
施
設
は
、
児
童

や
生
徒
同
士
が
共
有
で
き
る
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
や
、
多
様
な
学
び
に
対
応
し

た
配
置
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は

長
い
廊
下
に
教
室
が
配
置
さ
れ
て
い
る

校
舎
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　
問	

バ
ッ
テ
リ
ー
方
式
の
校
舎
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
の
設
置
は
可
能
か
。

教
部	

全
て
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　
問	

新
年
度
に
は
特
別
支
援
学
級
が
１
ク
ラ

ス
増
え
て
７
ク
ラ
ス
に
な
る
が
、
現
在

の
校
舎
で
教
室
は
確
保
で
き
る
か
。

教
部	

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
改
修
し
て
、
特

別
支
援
学
級
と
し
て
使
用
す
る
予
定
。

　
問	

現
在
の
教
育
環
境
に
見
合
っ
た
施
設
へ

改
良
す
る
に
は
、
長
寿
命
化
改
良
工
事

あ
り
き
で
な
く
、
い
っ
そ
新
し
く
建
て

替
え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。

教
長	

改
め
て
様
々
な
観
点
か
ら
施せ

こ
う工

方
法
も

含
め
て
精
査
し
た
い
。

豊
科
南
小
学
校
の
改
修

工
事
に
つ
い
て
要
望
す
る

会派 きぼう
竹内 秀太郎

改修が予定されている豊科南小学校

したことありますか？「人生会議」
家族で話し合いを持ちましょう！ ※
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★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問

　
問	

本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
よ

り
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
予
防
接

種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
生
ワ

ク
チ
ン
が
、
３
千
円
の
助
成
。
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
が
、
２
回
で
１
万
２
千
円
の

助
成
。
50
歳
以
上
の
発
症
率
も
高
い
。

定
期
接
種
化
後
も
市
の
助
成
を
継
続
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

保
健	
引
き
続
き
50
歳
以
上
の
定
期
接
種
の
対

象
外
の
方
に
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

　
問	

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
だ
と
、
定
期
接
種
の

自
己
負
担
額
と
、
そ
れ
以
外
の
負
担
額

の
差
が
２
倍
以
上
の
開
き
が
あ
る
。
市

の
助
成
額
の
上
乗
せ
は
で
き
な
い
か
。

保
健	

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

会派 あづみ野
中村 今朝子

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
予
防
接
種

費
用
助
成
に
つ
い
て

　
問	

令
和
７
年
４
月
か
ら
帯
状
疱
疹
予
防
接

種
が
公
費
で
補
助
す
る
定
期
接
種
と
な

る
。
接
種
の
対
象
者
年
齢
は
65
歳
の
者
。

65
歳
を
超
え
る
方
に
つ
い
て
は
５
年
間

の
経け

い
か過

措そ

ち置
と
し
て
、
５
歳
年
齢
ご
と

に
接
種
対
象
と
な
る
。
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
あ
っ
て
も
ヒ
ト
免め

ん
え
き疫

不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い

を
有
す
る
方
は
、
対
象
と
な
る
。
使
用

す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
。
生
ワ
ク
チ

ン
だ
と
費
用
が
約
８
８
０
０
円
で
、
予

防
効
果
は
５
年
ぐ
ら
い
で
弱
ま
っ
て
く

る
と
の
こ
と
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、

２
回
で
、
約
４
万
４
千
円
。
自
己
負
担

額
は
高
い
が
、
予
防
効
果
は
高
い
と
の

こ
と
。
定
期
接
種
化
の
内
容
、
自
己
負

担
額
等
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健	

接
種
回
数
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
。

	

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
。
生
ワ

	

ク
チ
ン
の
自
己
負
担
額
は
、
約
２
６
０

	

０
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
自
己
負
担

額
は
、
２
回
で
約
１
万
３
２
０
０
円
の

予
定
。
対
象
者
に
は
、
令
和
７
年
３
月

下
旬
か
ら
順
次
通
知
を
出
す
。

安
曇
野
市
制
施
行
20
周
年
と

戦
後
80
年
記
念
事
業
は

　
問	

記
念
事
業
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

新
た
な
出
発
点
と
し
記
念
行
事
を
行
う
。

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
年
で
い
き
た
い
。

　
問	

記
念
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗状

況
と
取
り
組
み
は
。

政
策	

31
事
業
予
定
。
市
民
提
案
に
補
助
予
定
。

　
問	

清き
よ
さ
わ澤

洌き
よ
しや

上う
え
は
ら原

良り
ょ
う
じ司

な
ど
の
顕け

ん
し
ょ
う彰を

含

む
戦
後
80
年
の
平
和
の
記
念
事
業
は
。

総
務	

戦
後
80
年
平
和
事
業
に
取
り
組
む
。

教
部	

清
澤
洌
に
関
す
る
講
演
会
も
企
画
。

　
問	

防
止
対
策
促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

令
和
８
年
に
自
殺
死
亡
率
を
13
・
９
％

以
下
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

教
長	

安
心
し
て
Sエス
オ
ー
エ
ス

O
S
発
信
で
き
る
環
境
に
。

　
問	

自
殺
者
数
の
実
態
と
検
証
は
。

保
健	

令
和
５
年
は
自
殺
者
数
16
人
で
、
自
殺

死
亡
率
（
人
口
10
万
人
対
）
は
17
・
２

	

％
。
10
年
前
と
比
較
す
る
と
減
少
傾
向
。

　
問	
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
と
周
知
啓け

い
は
つ発
を
。

保
健	
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
を
毎
年
開
催
。

広
報
紙
等
で
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

教
部	

子
ど
も
の
こ
と
も
含
め
、
学
校
の
研
修

の
中
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
を
検
討
。

　
問	

公
共
施
設
整
備
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

旧
合
併
特
例
事
業
債
を
有
効
活
用
す
る
。

　
問	

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
の
進
捗
状
況
は
。

政
策	

供き
ょ
う
よ
う用

開
始
は
、
拠
点
が
令
和
10
年
度
、

前
川
の
カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
は
令
和
９
年
度
。

　
問	

新
市
立
博
物
館
構
想
の
進
捗
状
況
は
。

教
部	

新
規
建
設
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
問	

高
家
児
童
館
建
て
替
え
の
進
捗
状
況
は
。

教
部	

建
設
検
討
会
を
組
織
し
検
討
す
る
予
定
。

　
問	

市
霊
園
と
合が

っ
そ
う
し
き
ふ
ん
ぼ

葬
式
墳
墓
と
樹
木
葬
は
。

生
活	

合
葬
式
墳
墓
２
号
棟
は
令
和
７
年
度
に

計
上
。
穂
高
墓
地
公
園
の
１
号
棟
の
隣
。

市
営
の
樹
木
型
霊
園
整
備
は
難
し
い
。

合葬式墳墓１号棟
（安曇野市穂高墓地公園内）

無所属の会
林 孝彦

自
殺
防
止
対
策
の
促そ

く
し
ん進
を

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
、新
市
立
博
物

館
、
高
家
児
童
館
、
霊
園
等
施
設
整
備

12
安曇野市議会だより    第 78 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2025.5.22



3 月
定例会

※
T
N
R
…
T
r
a
p
（
捕
獲
・
保
護
）、
N
e
u
t
e
r
（
不
妊
・
去
勢
手
術
）、
R
e
t
u
r
n
（
元
の
場
所
に
戻
す
）
の
頭
文
字
。

	

野
良
猫
の
繁
殖
を
抑お

さ

え
、
数
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
猫
を
捕
ま
え
て
、
手
術
を
行
い
、
元
い
た
場
所
に
戻
す
活
動
。

市政のここが聴きたい!!

　
問	

地
質
調
査
後
の
結
果
と
そ
れ
に
基も

と

づ
く

ト
ン
ネ
ル
工
事
開
始
・
工
事
完
成
予
定

並
び
に
完
成
後
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
。

建
設	

地
質
調
査
の
結
果
、
周
辺
の
地
質
は
、

有
明
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
主
体
の
地
質
で
あ
る
。
ト

ン
ネ
ル
工
事
は
、
令
和
９
年
度
に
着
工

し
、
令
和
11
年
度
に
供

き
ょ
う
よ
う用

開
始
予
定
。

市
長	
一
般
県
道
豊
科
・
大だ

い
て
ん
じ
ょ
う
だ
け
せ
ん

天
井
岳
線
は
、
安

曇
野
市
が
進
め
る
山
岳
観
光
や
自
然
体

験
型
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に

重
要
な
路
線
。
ト
ン
ネ
ル
完
成
後
は
、

安
曇
野
の
魅み

り
ょ
く力
が
発
信
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

県道堀金線の歩道整備計画箇所

　
問	

県
道
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
堀
金
線
田
尻
第

５
交
差
点
～
田
尻
諏
訪
神
社
前
ま
で
の

歩
道
整
備
に
つ
い
て
、
用
地
交こ

う
し
ょ
う渉

並
び

に
家
屋
移
転
等
予
定
工
事
は
計
画
通
り

進
ん
で
い
る
か
。

建
設	

安
曇
野
建
設
事
務
所
が
事
業
を
進
め
て

い
る
。
令
和
６
年
12
月
に
地
権
者
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
、
地
権
者

の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
。
田
尻
諏
訪

神
社
周
辺
で
は
、
家
屋
の
移
転
を
伴と

も
なう

用
地
買
収
が
必
要
と
な
る
。
県
で
は
、

地
権
者
に
説
明
を
行
い
な
が
ら
交
渉
を

進
め
て
お
り
、
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
長	

当と
う
が
い該
路
線
は
、
堀
金
小
・
中
学
校
の
通

学
路
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
児
童
生
徒

が
多
く
通
学
し
て
い
る
。
特
に
、
田
尻

諏
訪
神
社
前
の
カ
ー
ブ
は
見
通
し
が
悪

く
、
車
両
と
歩
行
者
、
車
両
同
士
の
事

故
が
懸け

ね
ん念
さ
れ
る
。
安
曇
野
市
の
未
来

を
担に

な

う
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

市
と
し
て
も
、
県
の
事
業
に
最
大
限
の

協
力
を
す
る
。

県
道
田
尻
第
５
交
差
点
～

神
社
前
ま
で
の
歩
道
整
備

会派 きぼう
一志 信一郎

田
沢
駅
と
周
辺
地
域
の

将
来
に
つ
い
て
伺
う

無所属
内川 集雄

　
問	

田
沢
駅
は
、
１
駅
８
分
で
松
本
市
へ
行

け
、
田
沢
地
域
は
、
商
業
施
設
が
進
出

し
賑に

ぎ
わ
い
が
あ
る
。極
め
て
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
地
域
だ
。
市
長
の
考
え
は
。

市
長	

安
曇
野
市
の
中
心
的
な
市
街
地
の
一
つ

と
認
識
し
て
い
る
。
田
沢
地
域
は
、
市

民
生
活
や
企
業
の
経
済
活
動
拠
点
と
し

て
大
き
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

　
問	

駅
に
一
番
近
く
、
田
園
に
囲
ま
れ
、
常

念
岳
の
雄お

お々

し
さ
を
望の

ぞ

む
す
ば
ら
し
い

景
観
の
中
に
豊
科
東
小
学
校
が
あ
る
。

少
子
化
が
進
む
豊
科
東
小
学
校
の
方
向

性
は
。

教
部	

豊
科
東
小
学
校
は
、
校
区
内
の
認
定
こ

ど
も
園
と
の
園
小
連
携
に
力
を
入
れ
、

地
域
住
民
の
積
極
的
な
協
力
も
得
て
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
市
内
各
小
・
中
学
校
に
統
合
の
予

定
は
な
く
、
今
後
も
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
魅み

り
ょ
く力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

　
問	

高
齢
者
が
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
世
帯
が
多

く
、
飼
い
主
死
亡
に
よ
り
、
残
さ
れ
た

ペ
ッ
ト
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
、
不
妊
去
勢
手

術
、
譲じ

ょ
う
と渡

会
、
里
親
探
し
を
自
費
で
行
っ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
と
財

源
確
保
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
は
。

生
活	

里
親
探
し
、
譲
渡
会
と
い
っ
た
活
動
支

援
に
つ
い
て
は
、
活
動
団
体
に
実
情
を

聞
き
な
が
ら
、
市
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
動
物

愛
護
に
特
化
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
は
、

先
行
自
治
体
の
実
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

駅に一番近い豊科東小学校

高
齢
者
が
安
心
し
て
ペ
ッ
ト
と

暮
ら
せ
る
安
曇
野

須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
完
成
を

※
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★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問
　
問	

現
在
で
の
改
修
工
事
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

教
部	

建
物
外
部
は
、
外
壁
塗
装
・
陸ろ

く
や
ね

屋
根
防

	

水
・
外
断
熱
工
事
等
を
施せ

こ
う工

中
。
建
物

内
部
は
、
床
壁
張
り
替
え
・
空
調
機
器

更
新
・
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
る
。

　
問	

工
事
中
の
事
務
所
の
体
制
は
。

教
部	

館
長
・
学
芸
員
３
人
・
事
務
員
の
計
５

人
を
配
置
。移
動
展
の
開
催
や
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
展
示
の
企
画
準
備
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
問	

改
修
中
の
活
動
に
つ
い
て
は
。

教
部	

収
蔵
作
品
の
移
動
展
示
を
令
和
６
年
７

月
か
ら
令
和
７
年
２
月
ま
で
に
、
三
郷

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
と
豊
科
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
計
４
回
行
っ
て
い
る
。

　
問	

改
修
後
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
。
常
設

展
示
の
見
直
し
は
。

教
部	

一
か
ら
再
構
築
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で

の
常
設
展
示
を
一い

っ
し
ん新

し
、
収
蔵
作
品
の

魅み
り
ょ
く力

を
生
か
し
た
展
示
空
間
と
な
る
よ

う
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
る
。

　
問	

企
画
展
の
方
法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

教
部	

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房
40
周
年
記
念
と

し
て
、
ガ
ラ
ス
作
品
を
展
示
す
る
展
覧

会
を
企
画
し
て
い
る
。

　
問	

教
育
学
習
活
動
に
ど
う
力
を
入
れ
る
か
。

教
部	

芸
術
系
大
学
の
教
授
を
招
き
、
工
芸
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。ガ
ラ
ス
作
品
制
作
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
計
画
し
て
い
る
。

　
問	

バ
ラ
庭
園
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

教
部	
バ
ラ
園
に
面
し
た
美
術
館
の
西
側
の
ス

ペ
ー
ス
を
開
放
し
、
バ
ラ
と
と
も
に
美

術
館
を
楽
し
め
る
空
間
と
な
る
よ
う
に
、

指
定
管
理
者
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
問	

観
光
エ
リ
ア
と
し
て
の
位
置
付
け
は
。

教
部	

安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
の
取
り
組
み
を

は
じ
め
と
す
る
周
遊
型
の
ア
ー
ト
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
展
開
し
て
い
く
。

豊
科
近
代
美
術
館
が

安
曇
野
市
美
術
館
に
名
称
変
更

会派 きぼう
岡村 典明

豊科近代美術館から安曇野市美術館へ

　
問	

精
神
障
が
い
者
に
も
入
院
費
助
成
を
求

め
る
が
、
令
和
５
年
６
月
議
会
で
は
身

体
や
知
的
障
が
い
と
同
様
に
で
き
な
い

理
由
に
日
弁
連
の
提
言
を
挙
げ
た
。
提

言
は
何
を
問
題
に
し
解
決
を
目
指
し
た

も
の
か
。

福
祉	

提
言
は
、
精
神
障
が
い
者
の
尊そ

ん
げ
ん厳

を
確

立
し
、
任
意
入
院
が
本
人
の
自
由
意
思

に
反
し
強
制
入
院
と
な
ら
な
い
よ
う
精

神
福
祉
法
の
改
正
を
求
め
る
も
の
だ
。

　
問	

提
言
は
答
弁
の
よ
う
に
入
院
費
助
成
を

抑お
さ

え
る
も
の
で
は
な
い
と
提
言
を
ま
と

め
た
日
弁
連
の
池
原
弁
護
士
に
も
確
認

し
た
。
精
神
障
が
い
者
の
入
院
で
、
大

変
繊せ

ん
さ
い細

な
問
題
と
は
。
具
体
的
に
。

福
祉	

強
制
的
な
入
院
、
積
極
的
な
入
院
を
拒こ

ば

ん
で
い
な
い
状
態
も
含
ま
れ
る
。

　
問	

身
体
や
知
的
障
が
い
の
人
々
が
、
例
え

ば
盲
腸
や
が
ん
、
腸ち

ょ
う
へ
い
そ
く

閉
塞
や
糖
尿
病
な

ど
に
か
か
っ
た
と
き
は
ど
の
よ
う
な
扱

い
に
な
る
か
。
同
じ
病
気
に
か
か
っ
て

も
な
ぜ
精
神
障
が
い
者
は
障
が
い
福
祉

医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

福
祉	

精
神
障
が
い
者
に
給
付
す
る
、
例
示
さ

れ
た
精
神
科
以
外
の
疾し

っ
ぺ
い病
に
か
か
る
入

院
費
に
つ
い
て
は
、
福
祉
医
療
の
対
象

と
す
る
方
向
。
関
係
機
関
と
の
調
整
、

シ
ス
テ
ム
改
修
、
受
給
者
証
の
変
更
、

事
務
処
理
の
手
順
化
な
ど
準
備
期
間
を

経へ

て
制
度
化
し
た
い
。

　
問	

第
８
期
市
障
害
福
祉
計
画
は
、
身
体
・

知
的
・
精
神
障
が
い
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
施
策
へ
反
映
さ
せ
る
の
か
。

福
祉	

令
和
７
年
度
に
調
査
予
定
。
ア
ン
ケ
ー

ト
内
容
は
当
事
者
団
体
に
も
諮は

か
る
。

　
問	

市
は
精
神
障
が
い
者
へ
の
入
院
助
成
へ

一
歩
踏
み
出
す
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長	

精
神
障
が
い
者
の
精
神
科
以
外
の
入
院

助
成
に
つ
い
て
は
、
実
施
す
べ
く
検
討

を
始
め
た
。
国
や
県
の
制
度
改
革
は
、

市
長
会
の
中
で
議
論
し
た
い
。

精
神
障
が
い
者
へ
の
入
院

医
療
費
助
成
実
施
へ
！

日本共産党
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3 月
定例会

※
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
…
外
出
中
に
オ
ム
ツ
替
え
や
授
乳
な
ど
で
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
民
間
を
含
め
た
施
設
を
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
に
指
定
、
登
録
お
よ
び
公
表
す
る
事
業
。

市政のここが聴きたい!!
　
問	

子
ど
も
を
連
れ
て
の
利
用
が
多
い
市
役

所
本
庁
舎
、
支
所
、
図
書
館
の
授
乳
室

や
お
む
つ
替
え
台
な
ど
の
状
況
は
。

総
務	

穂
高
支
所
以
外
に
つ
い
て
は
、
公
民
館

で
の
利
用
を
含
め
る
と
、
授
乳
室
や
お

む
つ
交
換
台
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
穂

高
支
所
は
お
む
つ
交
換
台
は
あ
る
が
、

授
乳
室
は
な
い
状
況
。

　
問	「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
は
、
乳
幼
児
を
連

れ
た
人
が
外
出
中
に
無
料
で
授
乳
や
お

む
つ
替
え
な
ど
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の

愛
称
で
、
平
成
19
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
官
民
協
働
の
取
り
組
み
で
全
国
に
広

ま
っ
て
い
る
。
全
て
の
子
育
て
世
帯
に

安
心
し
て
も
ら
え
る
安
曇
野
市
を
目
指

し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
基
準
に
合が

っ
ち致

す
る
施
設
を
公
表
す
る
な
ど
、
事
業
化

を
要
望
す
る
が
、
見
解
は
。

保
健	

民
間
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
安
曇
野

市
の
公
共
施
設
を
は
じ
め
、
民
間
施
設

も
含
め
市
内
79
カ
所
を
紹
介
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
現
時
点
に
お
い
て
は
事
業
の
実
施

は
考
え
て
い
な
い
が
、
関
係
部
署
と
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

市
の
上
下
水
道
管
の
現
状
に
つ
い
て
。

水
道	

市
が
管
理
す
る
上
水
道
配
水
管
の
総
延

長
は
、
令
和
５
年
度
末
現
在
で
約
１
，

１
３
７
㎞
。
そ
の
う
ち
、
最
も
古
い
管

は
昭
和
41
年
度
に
整
備
さ
れ
、
58
年
が

経け
い
か過

す
る
。
ま
た
、
下
水
道
管
の
総
延

長
は
同
現
在
、
約
８
５
７
㎞
あ
り
、
最

も
古
い
管
は
平
成
３
年
度
に
整
備
さ
れ
、

33
年
が
経
過
す
る
。
下
水
道
管
は
基
本

的
に
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に

流
下
さ
せ
て
い
る
が
、
地
形
条
件
等
に

よ
り
、
ポ
ン
プ
を
用も

ち

い
て
圧あ

っ
そ
う送
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

全
て
の
子
育
て
世
帯
に

安
心
し
て
も
ら
え
る
た
め
に

会派 さきがけ
矢澤 毅彦

「赤ちゃんの駅」登録施設を示す
のぼり旗の掲示例

安
曇
野
の
上
下
水
道
管
は

　
問	

全
国
で
は
、
令
和
６
年
中
の
介
護
事
業

者
の
倒
産
が
過
去
最
多
の
１
７
２
件
、

前
年
比
40
・
９
％
増
。
こ
の
う
ち
訪
問

介
護
が
過
去
最
多
の
81
件
あ
っ
た
。
訪

問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
よ
る
市
内
事

業
所
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
運
営
状
況

な
ど
の
実
態
把は

あ
く握

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
行
っ
て
い
る
か
。

福
祉	

今
回
の
訪
問
介
護
報
酬
減
額
改
定
は
、

市
内
の
訪
問
介
護
事
業
者
に
少
な
か
ら

ず
影
響
が
生
じ
た
こ
と
は
否い

な

め
な
い
。

一
方
で
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
は
増
え
て
い
て
、
事
業
所
の
給
付

費
そ
の
も
の
は
伸の

び
て
い
る
。
国
で
は
、

令
和
７
年
５
月
頃
、
介
護
事
業
経
営
概が

い

	

要よ
う

調
査
が
あ
り
、
そ
の
中
で
訪
問
介
護

の
実
態
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

　
問	

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
の

仕
事
に
つ
い
て
の
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

市
長	
訪
問
介
護
員
の
仕
事
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
最
も
重
要
な
役
割

を
果
た
す
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
全

国
市
長
会
で
は
、
令
和
６
年
11
月
、
介

護
報
酬
改
定
の
影
響
を
十
分
検
証
し
、

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
に
即そ

く

し
た

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
措そ

置ち

を
講こ

う
じ
る
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。

　
問	

社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
長
野
県
内
４

	

８
２
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
約
半
数
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。
介
護
報
酬
引
き
下
げ
は
納
得

で
き
な
い
が
91
％
、
経
営
へ
の
影
響
は

59
％
が
悪
化
す
る
、
そ
の
う
ち
事
業
継

続
が
難
し
く
な
る
は
14
・
６
％
と
な
っ

た
。
市
内
事
業
者
も
同
様
だ
。
直
接
的

な
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

福
祉	

物
価
高こ

う
と
う騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
電
気
代
や
ガ
ソ

リ
ン
代
等
の
高
騰
分
の
補
助
金
を
交
付

し
、
安
定
的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
。

日本共産党
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訪
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介
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酬
引
き
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に
よ
る
影
響
は
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※
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
…
食
料
の
生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
の
輸
送
距
離
と
量
を
か
け
合
わ
せ
た
環
境
へ
の
負
荷
を
示
す
数
値
指
標
の
こ
と
。

一 般 質 問
　
問	

市
は
戦
後
80
年
平
和
事
業
を
行
う
。
ま

ず
80
年
前
の
日
本
の
戦
争
と
植
民
地
支

配
を
ど
う
捉と

ら
え
る
か
。

市
長	

安
曇
野
市
と
し
て
の
確
立
し
た
考
え
は

ま
だ
な
い
。
私
が
見
解
を
述
べ
る
こ
と

は
、
様
々
な
意
見
の
あ
る
市
民
と
平
和

に
つ
い
て
考
え
、
平
和
に
思
い
を
い
た

す
上
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
戦
争
は
ど

ち
ら
が
侵
略
し
た
か
勝
っ
た
か
と
い
う

も
の
で
な
く
、
大
き
な
犠
牲
を
払
う
も

の
で
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
。

　
問	

平
和
を
つ
く
る
主
体
は
、政
府
、自
治
体
、

市
民
で
あ
る
。
市
の
立
場
を
確
か
に
す

る
こ
と
が
基
本
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
は
、
ロ
シ
ア
が
非ひ

な
ん難

さ
れ
る
べ
き

だ
。
戦
後
の
80
年
間
の
認
識
は
。

市
長	

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
日
本
国
政
府
が
受じ

ゅ
だ
く諾

し
、
国
連
憲
章
も
日
本
が
同
意
し
た
。

日
本
国
憲
法
は
平
和
憲
法
と
し
て
根
付

い
て
る
。
そ
の
趣
旨
を
生
か
す
べ
く
国

と
し
て
外
交
問
題
に
当
た
っ
て
ほ
し
い
。

　
問	

市
長
の
認
識
に
従
え
ば
、
日
本
の
侵
略

を
認
め
、
反
省
し
、
朝
鮮
と
台
湾
に
対

す
る
植
民
地
支
配
を
謝
罪
し
、
精
算
す

る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
未い

ま

だ
に
韓
国
、

朝
鮮
の
個
々
の
訴
え
に
ま
と
も
に
応
え

て
い
な
い
。
今
後
、
市
は
平
和
を
ど
の

よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
か
。

市
長	

平
和
を
希き

き
ゅ
う求

し
て
活
動
す
る
市
民
と
協

力
し
て
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
し
、
多

く
の
市
民
の
参
加
を
得
た
運
動
が
必
要

だ
。
市
も
参
加
す
る
平
和
首
長
会
議
に

お
い
て
国
内
外
の
都
市
と
と
も
に
平
和

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
戦
争
や

原
爆
の
悲ひ

さ
ん惨

さ
を
多
く
の
市
民
と
共
有

し
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
、
次
世
代
に

平
和
を
希
求
す
る
動
き
を
続
け
て
い
き

た
い
。
個
人
的
に
は
核
兵
器
禁
止
条
約

締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
あ
っ

て
も
参
加
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

敗
戦
後
80
年

平
和
へ
の
力
強
い
歩
み
を

日本共産党
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問	

農
作
物
の
地
産
地
消
推
進
は
地
域
の
農

業
振
興
と
経
済
活
性
化
に
寄き

よ与
す
る
重

要
な
取
り
組
み
。
給
食
セ
ン
タ
ー
が
購

入
し
た
い
野
菜
の
情
報
と
生
産
者
側
が

出
荷
し
た
い
野
菜
の
情
報
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
細
や
か
な
連
携
が
必
要
。
地

産
地
消
を
進
め
る
専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
職
員
配
置
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
。

教
部	

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
ほ
う
で
給
食
の
食
材
に

関
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

が
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問	

な
ぜ
環
境
に
優
し
い
給
食
を
実
施
す
る

の
か
。

農
林	

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
を
減
ら
し
、
地
域

内
流
通
を
促そ

く
し
ん進

さ
せ
、
環
境
に
優
し
い

給
食
に
つ
な
が
る
。
あ
わ
せ
て
子
ど
も

た
ち
に
有
機
農
業
を
含
め
た
農
産
物
の

生
産
背
景
に
触ふ

れ
て
も
ら
う
食
農
教
育

に
も
つ
な
が
る
。

　
問	

子
ど
も
た
ち
が
環
境
に
優
し
い
給
食
の

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
自

分
た
ち
が
向
か
う
べ
き
社
会
の
在
り
方

を
考
え
、
見
い
出
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
。
見
解
を
。

教
長	

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
児
童
生

徒
一
人
一
人
が
で
き
る
よ
う
一
層
の
充

実
を
図は

か
る
。

　
問	

穂
高
の
等
々
力
家
は
収
益
性
の
高
い
施

設
整
備
を
す
る
の
か
。
そ
れ
は
行
政
主

導
の
や
り
方
で
は
難
し
い
。
新
た
な
官

民
連
携
の
事
業
手
法
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
。

商
工	

民
間
の
柔じ

ゅ
う
な
ん軟な

発
想
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
て
事
業
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
、

活
用
方
法
を
限
定
せ
ず
に
事
業
提
案
の

募
集
を
行
っ
た
。
選
定
さ
れ
た
事
業
者

と
適
切
な
事
業
手
法
を
調
整
し
て
い
く
。

等々力家長屋門
～観光振興起爆剤になるか～

地
産
地
消
と
環
境
に
や
さ
し
い

安
曇
野
の
学
校
給
食地

域
経
済
を
活
性
化
す
る
施
設
整
備

南安曇農学校の戦時中の運動会での
全校分列行進

※
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3 月
定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

市政のここが聴きたい!!

教
長	

香
害
に
つ
い
て
皆
が
理
解
を
深
め
、
一

人
ひ
と
り
の
思
い
や
り
が
集
ま
れ
ば
、

柔
軟
剤
や
合
成
洗
剤
を
使
わ
な
い
よ
う

に
な
る
の
で
は
。
一
律
に
「
柔
軟
剤
等

を
使
わ
な
い
」
と
い
う
指
導
は
し
な
い
。

　
問	

香
害
や
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
等
の
予
防
の

た
め
の
基
本
的
な
取
り
組
み
は
。

教
部	
学
校
で
使
う
手
洗
用
洗
剤
は
、
こ
こ
数

年
で
天
然
由
来
成
分
の
石
け
ん
が
増
え

て
お
り
、
今
後
も
石
け
ん
使
用
を
進
め

て
い
く
。

総
務	

本
庁
舎
で
は
、
可
能
な
限
り
人
体
に
影

響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
製
品
（
天
然
由
来

成
分
で
無
香
料
・
無
着
色
の
も
の
等
）

を
使
っ
て
い
る
。

　
問	

以
前
は
建
材
や
備
品
等
か
ら
出
る
揮
発

性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
が
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
・
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
・
香
害
の

原
因
物
質
だ
っ
た
が
、
規
制
が
徹
底
さ

れ
て
き
た
現
在
で
は
、
人
の
衣
類
等
に

付
着
し
て
屋
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
柔

じ
ゅ
う
な
ん軟

剤
、
合
成
洗
剤
、
除
菌
剤
、
消
臭
剤
等

の
成
分
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

	

市
役
所
と
化
学
物
質
過
敏
症
の
生
徒
が

い
る
中
学
校
で
、
Ｔ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
簡
易
検

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
厚
労
省

の
暫
定
目
標
値
を
超
え
て
お
り
、
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
等
が
懸け

ね
ん念

さ
れ
る
状
況
だ
。

正
確
な
検
査
を
す
べ
き
で
は
。

教
部	

従
来
の
基
準
に
基も

と

づ
い
た
検
査
を
実
施

し
、
学
校
環
境
の
維
持
に
努つ

と
め
る
。

総
務	

市
役
所
で
は
法
定
の
検
査
を
２
カ
月
ご

と
に
実
施
。
適
正
基
準
に
収
ま
っ
て
い

る
の
で
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問	

香
害
の
影
響
で
登
校
困
難
な
児
童
生
徒

が
い
る
学
校
で
は
、
健
康
的
な
環
境
で

教
育
を
受
け
る
権
利
を
守
る
た
め
、
教

職
員
に
は
柔
軟
剤
と
合
成
洗
剤
を
使
わ

な
い
よ
う
教
育
委
員
会
と
し
て
指
導
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

無所属
小林 純子

香
害
＝
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に

踏
み
込
ん
だ
対
策
を

危険有害性を表す絵表示 GHS ラベル

　
問	

体
育
館
利
用
時
の
鍵
の
受
け
渡
し
が
手

間
で
あ
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を

導
入
す
れ
ば
、
事
前
申
請
に
よ
る
パ
ス

コ
ー
ド
で
開
錠
で
き
、
利
便
性
が
向
上

で
き
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
遠
隔
操
作

で
迅じ

ん
そ
く速
に
避
難
所
を
開
錠
も
で
き
る
利

点
も
あ
る
。
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
、
市
で
も
導
入
検
討
は
で
き
な
い
か
。

商
工	

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
導
入
を
検
討
し
た
が
、

現
行
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
課
題
が
あ

り
、
実
施
に
至い

た

ら
な
か
っ
た
。
導
入
に

は
新
た
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
要
で
あ

る
た
め
今
後
、
他
自
治
体
の
状
況
を
参

考
に
し
つ
つ
、
令
和
８
年
９
月
末
の
シ

ス
テ
ム
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
、ス
マ
ー

ト
ロ
ッ
ク
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
問	
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
は
軽
量
で

柔
軟
性
が
あ
り
、
設
置
が
難
し
い
場
所

に
も
対
応
で
き
る
次
世
代
の
太
陽
光
発

電
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
市
で
も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
進
む
中
、

現
時
点
で
具
体
的
な
検
討
は
さ
れ
て
い

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
実
用

化
を
見み

す据
え
、
設
置
困
難
な
建
物
へ
の

導
入
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行

え
な
い
か
。

生
活	

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
は
耐た

い
か
じ
ゅ
う

荷
重

性
の
低
い
建
物
へ
の
設
置
が
可
能
と
な

る
技
術
だ
が
、
量
産
技
術
の
開
発
や
生

産
体
制
の
整
備
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

国
や
企
業
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
長
野
県
で
は
県
有
施
設
を

活
用
し
た
導
入
方
法
の
調
査
検
討
を
予

定
し
て
お
り
、
県
の
実
証
結
果
や
課
題

を
参
考
に
、
市
有
施
設
へ
の
導
入
可
能

性
を
研
究
し
て
い
く
。

無所属の会
増井 裕壽

スマートロック　鍵いらぬ手に　春の風

公
共
施
設
へ
の
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク

導
入
に
つ
い
て

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
に
つ
い
て
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★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問

１
日
現
在
は
２
・
45
％
。

　
問	

理
想
の
子
の
数
は
３
人
と
い
う
市
の
若

者
は
40
％
超
。
３
人
産
み
た
い
人
に
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ま
せ
な
い
よ
う
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
設
計
、
刺
激
策
を
。
国
も
自

治
体
も
で
き
る
こ
と
は
全
部
や
る
段
階

だ
。
例
え
ば
３
人
以
上
の
子
を
扶ふ

よ
う養

す

る
間
、
固
定
資
産
税
を
免
除
し
て
は
。

市
長	
税
の
減
免
で
は
な
く
、
こ
ど
も
園
の
芝

生
化
や
新
生
児
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
検
査
の

費
用
負
担
等
、 

子
育
て
支
援
、
教
育
環

境
の
充
実
等
を
展
開
し
て
い
く
。

　
問	

安
曇
野
に
は
子
が
似
合
う
と
思
う
か
。

市
長	

安
曇
野
は
子
ど
も
に
親
し
ま
れ
る
所
だ
。

無所属の会
橋本 裕二

少
子
化
へ
の
危
機
感
と

対
策
は
十
分
だ
ろ
う
か
。

　
問	

家
庭
の
子
の
数
が
増
え
る
ほ
ど
に
生
活

が
豊
か
に
な
る
制
度
設
計
が
必
要
だ
。

市
の
①
２
０
２
４
年
の
出
生
数
は
。
②

最
新
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
。
③
最
新

の
平
均
年
齢
は
。

政
策	

①
４
４
２
名
②
１
・
41
（
平
成
30
年
か

ら
令
和
４
年
）
③
49
・
76
歳
。

　
問	

出
生
数
の
前
年
比
は
。

政
策	

１
０
０
人
程
度
の
減
少
。

　
問	

出
生
数
は
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
20
％
だ
。

市
の
目
標
で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
２
・

07
を
い
ま
達
成
し
よ
う
と
す
れ
ば
出
生

数
は
い
く
ら
必
要
か
。

政
策	

８
２
０
人
必
要
。

　
問	

市
長
、
率
直
な
感
想
を
。

市
長	

０
〜
14
歳
ま
で
の
転
入
超
過
は
１
５
０

人
程
度
。
子
育
て
世
代
の
転
入
は
多
い

が
、
出
生
数
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

自
治
体
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
。
目
標

人
口
は
２
０
４
５
年
に
８
万
４
千
人
。

　
問	

子
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
障
害
を
取
り

除
く
の
が
自
治
体
の
役
割
。
子
が
３
人

以
上
い
る
世
帯
の
割
合
は
。

生
活	

平
成
25
年
３
・
31
％
、
28
年
３
・
12
％
、

令
和
４
年
２
・
73
％
、
令
和
７
年
２
月

子どもの多いまちは発展していく。

子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ
い
て

令
和
７
年
１
月
27
日
（
月
）

安
曇
野
市
役
所

森も
り
も
と本 

遼り
ょ
う

弁
護
士
よ
り
、
子
ど
も
の
権
利
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」「
憲
法
」「
こ
ど
も

基
本
法
」
の
３
つ
の
柱
に
支
え
ら
れ
て
い
る
、
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
特
に
憲
法
13
条
の
「
幸
福

追
求
権
」
や
26
条
の
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
に
触ふ

れ
、子
ど
も
も
独
立
し
た
権
利
の
主
体
で
あ
り
、

大
人
と
等
し
く
基
本
的
人
権
を
持
つ
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

　
自
治
体
ご
と
に
子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定
す
る
意
義
と
し
て
、
①
自
治
体
の
子
ど
も
施
策
の

指
針
と
な
り
、
行
政
の
継
続
性
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
②
行
政
の
縦
割
り
を
超
え
た
協
力
を
促う

な
がし
、

包ほ
う
か
つ
て
き

括
的
な
施
策
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
、
③
子
ど
も
を
権
利
主
体
と
し
て
明
記
し
、
意
見
を
尊
重
す

る
仕
組
み
を
整
え
ら
れ
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
が
権
利
を
学
ぶ
こ
と
で
、
他

者
の
権
利
を
尊
重
す
る
意
識
が
育は

ぐ
くま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
松
本
市
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
子
ど
も
の
意
見
を
反
映
す
る
制
度
や
相
談
救
済
機
関
の
設
置
が
、

子
ど
も
た
ち
の
環
境
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
条
例
の
周
知
と
市
民
の
理
解
を
深
め
る
啓け

い
は
つ発
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
安
曇
野
市
に
お
い
て
も

実
効
性
の
あ
る
条
例
制
定
に
向
け
た
検
討
が
求
め
ら
れ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

日　
程

場　
所

内　
容 議員研修会報告
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議会から市長に政策提言

提言　「土地利用制度に関する提言」
経済建設委員会

（1）土地利用条例に係る届出や申請手続き等において、提出者の負担を軽減するた
め、提出書類や提出方法の見直し、手続き期間の短縮を検討すること。特に手
続きの簡略化を推進するため、オンライン化や電子化をあわせて検討すること。

（２）目標人口の達成や過
か そ

疎対策という観点から土地利用条例で定める明科地域の基
本区域の見直しを検討すること。

（３）複数区画の宅地造成を伴
ともな

う開発事業においては、合理的な区画割とするため、「概
おおむ

ね」
の適用をさらに認める等柔

じゅうなん
軟な対応を検討すること。

（４）基本集落への接続要件については、一律の基準適用ではなく、まちづくりの目標像
に資

し
する場合については、要件の緩

か ん わ
和を認める等の弾力的な運用を検討すること。

　市議会では、３つの常任委員会がそれぞれ市の課題をテーマに選定し、約１年間をかけて調査・研究を重ねました。
そして、経済建設委員会の政策提言案を全議員による政策討論会に諮

はか

り、「政策提言」にまとめ、令和７年３月５日
に、市長に提出しました。 提言書はこちら→

第12回安曇野市議会予
告議会報告会

日 時 会 場 内 容
令和７年７月 19 日（土）
午後６時～午後８時 30 分（予定）

安曇野市役所４階
大会議室

〇令和６年７月から令和７年
　６月までの議会活動
〇要望・意見交換　　等

会場およびオンライン（Z
ズ ー ム
oom）の同時開催で行います。

当日は手話通訳・字幕表示が付きます。
お気軽にご参加ください。
●議会人事の見直し ●ハラスメント条例（仮称） ●子どもの権利条例

詳細はこちらから！

経済建設委員会は、2 つのテーマについて政策提言をすべく並列に取り組み、今回はそのうちの１件を提言しました。

3 月 5 日　手交式の様子

提言書の説明を行う経済建設委員長

特集
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～
政
策
提
言
に
向
け
て
～

特 集
　安曇野市議会は「安曇野市議会基本条例」( 第 12 条 政策立案、政策提
案及び政策提言 ) に基

もと

づき、総務環境委員会、福祉教育委員会、経済建設
委員会の３常任委員会ごとにテーマを決め、それぞれ視察や検討を重ね、
政策提言案について論議しています。
　今回は、令和７年４月時点での中間報告をさせていただきます。

福祉教育委員会
テーマ案

【 子どもの権利条例・施策を安曇野市に 】

現在
　福祉教育委員会では、“理念条例”とする安曇野市独自の「子どもの権利条例」の制
定を目指しながら、子どもの権利を保障するための実施施策を政策提言とするべく、
あれこれ悩みながら作成中です！
　4 月 8 日、議員間で理解を促

うなが

す意味を込めた政策討論会も実施し、議論を進めてい
ます。

今後の流れ
☆ 市民説明会を開催

日時：５月 25 日（日）14 時から
場所：安曇野市役所本庁舎　４階大会議室
子どもの権利について、委員会で作成中の条例案について、説明させていただきます。
子どもたちの参加も大歓迎です！

☆ ６月上旬から、パブリックコメントを実施予定。
ご意見をお待ちしています！
最新情報は、市議会ホームページに随時更新しますので、チェックをお願いします。

☆ 政策提言内容については、議論を深めながらまとめていきます。
条例案については、9 月議会にて上程予定です。

市民説明会詳細はこちら▶

農業の担
にな

い手策を探索する
経済建設委員会

防犯カメラ設置を研究する
総務環境委員会

子どもの権利普及を目指す
福祉教育委員会
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経済建設委員会
テーマ案

【 農業担
に な

い手確保について 】

　経済建設委員会は、2 つのテーマについて政策提言をすべく同時に取り組み、そのうち 1 件の土地利用制度
に関する政策は、この度市長に提言させていただきました。今回は、安曇野の景観を織

お

りなす田園風景と農業
を守るために「農業の担い手確保について」をテーマとして取り組みます。高齢化している農業従事者は今後
１０年以内に担い手不足になる。家族農業や兼業農家の実態把

は あ く

握と課題解決をしたいと考えています。
　重要であり極めて難しい課題と捉

とら

え、先進地視察、専門的知識を有する団体等から話を伺い、農家の皆さん
の声を聴き知

ち け ん

見を深めています。

総務環境委員会
テーマ案

【 防犯カメラなどの防犯対策と安全安心なまちづくりについて 】

テーマ設定の経
け い か

過
　令和 6 年 12 月議会に「防犯カメラ設置に関する陳情書」が提出され、陳情者の訴えを伺

うかが

いました。市の取
り組み状況を伺う中で、防犯カメラ等の研究の必要性を認識し、陳情は継続審査とし、防犯カメラや防犯灯、
見守り活動などを政策提言テーマにすることにしました。

テーマについての勉強会
　市民生活部地域づくり課から市の防犯に対する考え方や
防犯カメラ設置などの状況について説明してもらい、委員
会としての研修を行いました。

今後の予定
　防犯カメラ設置等についての条例や補助金制度などを施
行して安全安心なまちづくりを進めている自治体を視察す
る予定を立てています。視察先として、愛知県みよし市と大
阪府箕

み の お

面市に行政視察に行く予定です。この視察を通じて、
陳情に対する見解を深め、政策提言もまとめる予定です。

地域づくり課との勉強会
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安曇野の天
て ん さ ん

蚕に魅
み

せられて
この人に聞く

中
なかむら

村　知
ち か

香
　1981年熊本県熊本市に生ま
れる。2004 年言語聴覚士免許
を取得。カナダへの留学を経

へ
て、

2009 年に帰国、言語聴覚士とし
て病院勤務を始める。
　2022 年 3 月熊本市から安曇野
市に転入。地域おこし協力隊に着
任。登山ガイドステージⅠにも挑戦。

　

議
会
で
も
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
つ
い
て
は
度
々
議

題
に
あ
が
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
７
年
３
月

を
も
っ
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊（
天
蚕
飼
育
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
）
を
退
任
さ
れ
た
中
村

知
香
さ
ん
に
、
活
動
や
今
後

に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
市
議
会
だ
よ
り
で

こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま

す
。

（
聞
き
手
・
矢
澤
毅
彦
）

― 

３
年
間
の
任
務
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
ま
ず
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
応
募
の
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
も
と
も
と
山
登
り
が
好
き
で
、
信
州
へ
の
移
住

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が

「
安
曇
野
の
天
蚕
」
と
い
う
言
葉
。
初
め
て
聞
く
も

の
で
し
た
が
、
調
べ
る
う
ち
に
そ
の
歴
史
や
文
化
の

奥
深
さ
に
強
く
惹ひ

か
れ
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
と

し
て
病
院
で
働
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
場

で
、
自
分
が
何
が
で
き
る
の
か
試
し
て
み
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
直
感
的
に
応
募
し
ま
し
た
。
—

 

活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
天
蚕
の
飼
育
や
繭ま
ゆ
か
ら
糸
を
作
る
作
業
、
P
R

活
動
、
教
育
と
の
連
携
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
小
学
校
と
の
交
流
に
力

を
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
天
蚕
の
魅み
り
ょ
く力
を
伝
え
る

こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
ま
た
、
40
年
以
上
の
経

験
を
持
つ
天
蚕
農
家
さ
ん
か
ら
学
び
、
飼
育
技
術

を
徹
底
的
に
身
に
つ
け
ま
し
た
。

　
天
蚕
は
安
曇
野
に
長
く
根
付
い
て
い
る
文
化
の

一
つ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
地
元
の
方
の
思
い
も
あ
る

し
、
新
し
く
他
か
ら
移
住
し
た
人
た
ち
の
思
い
も

加
わ
っ
て
、「
天
蚕
を
未
来
に
つ
な
げ
た
い
、
残
し

た
い
」
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
気
持
ち
に
育
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
思
い
に
耳
を
傾
け
て
、
少
し
で
も

天
蚕
を
未
来
に
繋
げ
る
た
め
の
チ
カ
ラ
に
な
れ
れ

ば
い
い
な
、
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
ま
し
た
。

—
 

そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
天
蚕
が
繭
を
作
り
始
め
た
瞬
間
の
感
動
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
害
虫
駆
除
を
し
な
が
ら
育
て
た
天

蚕
が
無
事
に
成
長
し
、
繭
を
作
る
姿
に
は
大
き
な

達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
で
の
紬
つ
む
ぎ

糸い
と

作
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
天
蚕
の
命
と
真
剣

に
向
き
合
う
姿
を
見
て
、「
こ
の
文
化
は
未
来
へ
受

け
継
が
れ
て
い
く
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

—
 

任
期
中
の
苦
労
は
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　
ま
ず
は
飼
育
で
す
ね
。
飼
育
に
つ
い
て
は
お
手

伝
い
程
度
で
し
た
が
、
糸
取
り
の
方
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。
温
度
と
速
度
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と

良
い
糸
が
取
れ
な
い
で
す
。
糸
取
り
の
技
術
は
今

で
も
大
変
で
、
技
術
向
上
と
い
う
こ
と
で
は
ゴ
ー
ル

が
な
い
で
す
ね
。

—
 

市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　
天
蚕
の
生
産
者
不
足
が
最
大
の
課
題
で
す
。
生

産
者
が
増
え
れ
ば
技
術
の
伝
承
も
進
み
ま
す
が
、

収
入
面
の
不
安
が
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
議
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
現
場
を
訪
れ
、
天

蚕
の
実
情
を
理
解
し
た
上
で
、
未
来
を
見み

す据
え
た

支
援
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

—
 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
退
任
後
の
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

安
曇
野
市
に
居
を
構
え
つ
つ
、
言
語
聴
覚
士
、

登
山
ガ
イ
ド
、
書
道
家
の
３
足
の
草わ
ら
じ鞋
を
は
い
て

活
動
す
る
予
定
で
す
。

　
言
語
聴
覚
士
と
し
て
医
療
現
場
に
復
帰
し
つ
つ
、

登
山
ガ
イ
ド
と
し
て
山
岳
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
山
岳
医
療
や
遭
難
予
防
活
動
を
推

進
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
の
知
識
を
活
か
し
、
登
山

前
の
身
体
の
準
備
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
重
要

性
を
伝
え
て
い
く
予
定
で
す
。
書
道
教
室
も
開
き
、

新
た
な
挑
戦
を
続
け
ま
す
。
天
蚕
に
つ
い
て
も
、
求

め
ら
れ
れ
ば
で
き
る
範
囲
で
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

—
 

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
天
蚕
に
つ
い
て
少
し
で
も
学
ん
で
知
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

― 

安
曇
野
市
民
の
お
ひ
と
り
と
し
て
、
今
後
の

ご
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

　
今
回
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
安
曇
野
市

で
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
10

人
採
用
し
、
令
和
７
年
４
月
現
在
、
３
人
の

隊
員
が
空
き
家
活
用
、
明
科
地
域
の
活
性
化

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
活
動
中
で
す
。
新
た
な
隊

員
の
採
用
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
卒
隊
し
た

メ
ン
バ
ー
も
、
多
く
が
安
曇
野
市
内
に
残
り
、

市
内
外
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ご
活
躍

中
で
す
。
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会派 議会事務局 モニター
アンケート

地図・
アクセス議員

77
発行　安曇野市議会
令和７年(2025年)

２月20日

号第りり議議会会 よよ

４常任委員会報告

21特集 議会から市長に政策提言

212月定例会報告

21議会だよりモニター募集
市民の声 24

８市政のここが聞きたい‼代表＆一般質問

12月6日 有志市職員9名による議場お試し
コンサートを開催しました。

号第76
発行　安曇野市議会
令和６年(2024年)
11月21日りり議議会会だだよよ

秋のわさび田（大王わさび農場 穂高）

６令和5年度 決算の認定
４9月定例会の報告

12市政のここが聴きたい‼一般質問
８常任委員会報告

２特集 第11回議会報告会

20委員会視察等報告 2
22特集 議会だよりモニター座談会
24市民の声 22
22

 安曇野市議会　議会広報特別委員会
議会だよりモニターアンケート結果（76、77 号）

長野県安曇野市豊科 6000 番地

表紙や見出し 紙面構成 特集① 特集②
4.2 4.0 3.6 3.9

モニター座談会 常任委員会 一般質問 市民の声 ずくだせ
4.0 3.7 3.8 4.2 3.4

★紙面構成や内容は？

（穂高地域 70 代）

・洗練されたレイアウトだと思います。（77 号）

②特集ページは？「子どもの権利に関するアンケート（77 号）」

（三郷地域 10 代）
・アンケートを実施していた事は知りませんでしたが、とても興味深い結果だと思いました。
  こういったアンケートが子供の現状を深くまで知ることにつながればと思います。（77 号）

★議会だよりモニター座談会報告は？
（穂高地域 70 代）・モニター参加者がもっと増える工夫が必要でないかと思う。（76 号）

★常任委員会ページは？

（穂高地域 60 代）
・あづみんキャッシュレスと新型コロナウイルス感染症予防自己負担額は 1,800 円情報が知れたのは助かります。（76 号）
・老人世代の生活にフォーカスした内容が見当たらない？（77 号）

　議会だよりモニターのみなさん、１年間ありがとうございました。「安曇野らしさ」を感じていただける表紙やレイアウト
への評価を励

はげ
みに、今後も工夫を重ねてまいります。紙面の基調カラーには、これまで様々な色を試した結果、もっとも見

やすく落ち着いた印象を与える「うすグリーン」を採用しました。特集や市民の声への関心や提案も今後の参考にいたします。

アンケートの評価は以下の点数に変換しました。
良い まあよい 普通 あまり良くない 良くない

5 4 3 2 1

議会広報特別委員会からの返信

モニターアンケート総合 3.9　　　　　　 （アンケート回答総数 21 件）

★その他　モニターさんの声
・議会だよりの「うすグリーンの基

きちょう

調カラー」について、冬期はあたたかい色あいがのぞましいです。（76 号）（明科地域 70 代）
・2 年間モニターをつとめさせていただき、とてもいい経験になったなと思います。今年は昨年よりも様々な世代のモニター

の方がいて様々な意見を知ることができ、自分にとって勉強になりました。二年間ありがとうございました。（77 号）
（三郷地域 10 代）

★一般質問・代表質問ページは？

（穂高地域 70 代）
・興味を引く見出しが多くて読みやすかったです。（76 号）
・二つの会派が市長選について質問していますが、12 月は早いと思います。（77 号）

★表紙や見出しは？
・安曇野らしさを感じられる表紙で個人的にとても好きだなと感じました。（76 号）
・「お試しコンサート」とのことで今後に期待します。（77 号）

（三郷地域 10 代）

★市民の声は？
・花岡伸泰さんの活動が知れて良かったです。なかなか出来ることではないので、見習いたいです。（76 号）
・市民による景観保護の取り組みを何らかの形で実践する人たちと、心ある行政マンとの上手な連携方法
  を模索するような智

ち え

慧・発想が含まれるコメントを期待します。（77 号）

①特集ページは？「第 11 回議会報告会（76 号）」
（穂高地域 40 代）・こういう会があって、自分以外の方が色んな質問や意見があるんだなと知れたのはよかった。（76 号）

（穂高地域 60 代）

★ずくだせ！議会だより
・内容がおもしろくて大変良かった。（76 号）
・犬も一匹一匹全部、性質、性格が違うものです。なのに、人間の社会は？と問われると、利権や支配が
  多いと感じました。（77 号）

（穂高地域 30 代）

（三郷地域 10 代）

（穂高地域 60 代）

（穂高地域 30 代）

（穂高地域 70 代）

（穂高地域 30 代）

4.2

4.0

3.6

3.9

4.0

3.7

3.8

4.2

3.4
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ずくだせ！議会だより

本会議
（閉会日）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会
・全員協議会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
（開会日）

日 月 土火 水 木 金

議会運営
委員会

5/30

32 4 5 6 7

24 25 26 2723

全員協議会

本会議
（一般質問）

28

98

15

10 11 12 13 14

22

1716 18 19 20 21
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）

31

6/1

現
在
の
安
曇
野
市
に
お
け
る
空
き

家
問
題
の
現
状
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
私
は
高
校
で
の
探
究
の
授
業
を
通
じ
て『
安

曇
野
市
の
空
き
家
問
題
』
を
テ
ー
マ
に
探
究
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
空
き
家
の
増
加
は
、
年
々
深
刻

化
し
て
い
る
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
実
際
に
私
の
身
近
な
場
所
で
も
空
き
家
を

目
に
す
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
老
朽
化

に
よ
る
屋
根
の
崩
壊
や
植
物
の
放
置
に
よ
り
、
危

険
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

近
隣
へ
の
被
害
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
の

景
観
を
損そ

こ

ね
た
り
、
治
安
の
悪
化
を
招
く
こ
と
に

も
繫つ

な

が
り
ま
す
。
空
き
家
の
増
加
の
要
因
に
は
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
さ
ら
に
は
若
者
の
都

市
部
へ
の
流
出
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
問

題
に
対
す
る
緩か

ん
わ和
策
と
し
て
、
地
域
と
多
様
に
関

わ
る
関
係
人
口
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
関
係
人
口
の
増
加
が
、
最
終
的
に
定
住

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

望
む
こ
と
は
、
空
き
家
を
活
用
し

た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

や
、
民
泊
等
へ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
空
き

家
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
前
述
し
た
問
題
の
解
決

や
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
実
現
、
さ
ら
に
観

光
の
促そ

く
し
ん進
に
も
大
き
く
貢こ

う
け
ん献
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

通
じ
て
、
私
は
改
め
て
自
身

の
暮
ら
す
安
曇
野
市
の
人
口

減
少
や
空
き
家
問
題
と
真し

ん

摯し

に
向
き
合
い
ま
し

た
。
資
料
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
得
た

知
識
は
、
将
来
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

る
私
に
と
っ
て
、
非
常

に
価
値
の
あ
る
も
の
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

自
分
の
住
む
地
域
の
問

題
か
ら
目
を
逸そ

ら
さ

ず
、
柔じ

ゅ
う
な
ん軟
な
考
え
方
で

向
き
合
え
る
よ
う
学
び

続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　三郷北小倉の新春の空に映
える道祖神の御柱を紹介しま
す。歴史的文化遺産として、
また地域に生きる市民の願い
として受け止めていきたいで
す。

委員　井出 勝正

　昨年手作りしたお味噌が、大変おいしくでき
ました。
我が家では昔から両親を中心に、自宅で味噌を
作っていました。毎年春の恒例行事でした。し
かし、母が亡くなった 7 年前から、途絶えてい
ましたが、昨年から再開。昔のような大きなお
釜ではなく、大きめの鍋で炊

た
ける程度の量です

が、やはり手前味噌は美味しいです。

委員　中村 今朝子

議会広報特別委員会（令和7年3月31日時点）
　委 員 長　増井裕壽　副委員長　矢澤毅彦
　委 　 員　大竹啓正　岡村典明　橋本裕二　臼井泰彦
　　　　　　中村今朝子　林孝彦　井出勝正　内川集雄

萩
は ぎ わ ら

原　芽
め い

生さん

（豊科）

市議会６月定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会日の
原則 10 日前です。開会時間は本会議 10：00 ～・常任委員会 10：00 ～
です。日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

高校での探究発表会の様子

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で見よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
お子さまと一緒でも傍聴いただけます。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附をすることは禁止です。

『寄附　しない、させない、求めない』
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